
① 本日はお忙しい中、2024年3月期 第2四半期の決算説明会にご参加頂きまして、

誠にありがとうございます。

② 上期は、中期経営戦略の初年度として、各種施策を着実に実行した結果、

期初の計画を大幅に上回る利益を計上しました。

下期も、環境変化に柔軟かつ機動的に対応しながら、業績のさらなる改善を図ってまいります。

③ 本日、私からは、

1) 第2四半期決算の概要

2) プラットアンドホイットニー社製エンジンの点検に関わる影響

3) 下期以降の方針

の3点についてご説明します。

④ 最初に、スライドの4ページをご覧ください。
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① 第2四半期決算の概要です。

② 売上高は、前年から2,120億円、26.8パーセント増加の、1兆27億円となりました。

旅客需要の回復を着実に取り込み、前年から大幅な増収となりました。

③ 営業利益は、前年から982億円増加し、1,297億円となりました。

上期での過去最高益を6年ぶりに更新し、通期利益目標の達成に大きく前進しました。

④ 親会社株主に帰属する四半期純利益は、932億円となりました。

⑤ 次に、5ページをご覧ください。



① 上期における事業別の取り組みについてです。

② ANA国際旅客は、訪日客や乗り継ぎ客など、海外発需要を中心に取り込みました。

運賃コントロールを徹底したことで、イールドが前年から17パーセント上昇した結果、

売上高は前年の2.2倍に拡大し、上期として過去最高となりました。

③ ANA国内旅客では、6月搭乗分から一部の運賃で値上げしたことが寄与し、

第2四半期の単価は、前年比でプラスに転じました。

④ ANA国際貨物は、需要の弱含みに対応し、フレイターの稼働を抑制した結果、

貨物重量が、前年から約2割減少しました。

⑤ Peachは、訪日客や夏場のレジャー・VFR需要を取り込み、

座席利用率が、86パーセントと高い水準になりました。

⑥ 以上のとおり、回復が続く旅客需要を高単価で獲得したことで、

国際旅客を中心に、トップラインを大幅に拡大しました。

⑦ 6ページをご覧ください。
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① 航空事業の実績について、コロナ前の2019年度上期との比較でご説明します。

② 1番の売上高について、旅客、貨物ともに、とりわけ国際線の単価が大幅に向上した結果、

航空事業の売上高は、概ねコロナ前の水準まで回復しました。

③ 一方、2番のグラフにお示ししたとおり、

売上高に対する固定費比率は、事業構造改革の効果を維持したことにより、

50パーセントに低下しました。

④ その結果、営業利益率は14.0パーセント、営業利益は1,277億円となり、

収支構造が転換したことで、利益率、利益額ともに、過去最高となりました。

⑤ 7ページをご覧ください。



① 旅客需要の見通しです。

② 国内旅客について、

ビジネス需要は、期末時点でコロナ前の7割程度になると見込んでいます。

一方で、レジャー需要は堅調な回復が続いており、

ANA国内線の旅客数は、第3四半期も概ね計画水準で推移すると見通しています。

③ 国際旅客について、中国線は個人客を中心に需要が増加していますが、

期初の想定と比べて、緩やかな回復ペースとなっています。

但し、全体としては、日本発、海外発ともに回復基調が続いており、

第3四半期のANA国際線の旅客数は、中国線を除いて、計画水準で推移すると想定しています。

④ 8ページをご覧ください。
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① 貨物事業の動向です。

② 1番の国際貨物の需要見通しについて、

足元では、自動車関連が増加基調に転じましたが、

半導体関連の本格的な回復は、来期以降へ後ろ倒しになるとみており、

第3四半期も、当初計画を下回って推移する見込みです。

下期は、北米向け貨物の値上げや、高単価貨物の獲得に取り組みながら、

引き続き、収支ベースでのマネジメントを継続します。

③ 2番のNCAの株式取得についてですが、

各国の関係当局による企業結合審査が終了していないため、

効力発生日を来年の2月1日に変更する旨、先般発表しました。

審査手続きが完了後にクロージングする予定に変更はなく、

引き続き、関係当局との調整を進めてまいります。

④ 9ページをご覧ください。
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① 次に、PWエンジンの点検に関わる影響について、ご説明します。

② 1番の概況についてですが、

プラットアンドホイットニー社から、PW1100Gエンジンの製造過程の問題に起因して、

エンジンの取り卸しが必要との発表がありました。

運航の安全性に影響はないものの、点検や部品の交換に一定期間が必要となる見通しです。

③ 当社グループの状況について、メーカーからの技術指示文書はまだ発出されていませんが、

ANAが保有する72台の全てのエンジンが、点検の対象となる見込みです。

その結果、エアバスA320・321neo33機のうち、

来年1月から2月にかけて、最大25機が非稼働になる予定です。

④ 2番の運航便への影響と対応について、

ANA国内線では、来年1月以降、一部の路線で減便するほか、

ANA国際線では、11月以降、中国線の増便を延期するなどの対応を実施します。

これらに伴う今年度の減収影響は、80億円程度と想定しています。

⑤ 当社グループとしては、お客様の利便性に配慮しながら減便対象の選定をおこなうとともに、

メーカーへの求償や、他機種の稼働最大化など、

収支影響を最小化するために、あらゆる対応策を講じていきます。

⑥続いて、10ページをご覧ください。
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① 下期の方針について、ご説明します。

② ANAでは、旅客事業を中心に、引き続きトップラインの拡大を目指します。

国際旅客では、訪日の取り込みや日本発レジャーの需要喚起を強化するほか、

単価の維持・向上に向けて、客体ミックスの最適化を図ります。

③ 本格的な成長に向けたリソースの確保にも取り組みます。

機材については、10月20日からエアバスA380の3号機目をハワイ線に投入し始めたほか、

ボーイング787-10の国内線仕様機の導入を予定します。

また、各種エンジンの点検や改修を促進し、今後の機材稼働の最大化に努めます。

人財については、オペレーション人財確保のための採用強化や、

従業員エンゲージメントの向上に向けた待遇面の改善を進めます。

④ さらには、航空事業強化のため、エアラインポートフォリオを最適化します。

Peachでは、足元で好調な国際線の生産量を拡大するほか、

AirJapanが、来年2月から、いよいよ新ブランドでの運航を開始します。

⑤ 以上のとおり、下期は、「今期利益の着実な積み上げ」を目指しながら、

「来期以降の持続的な成長に向けた足元固め」を、同時に追求していきます。

⑥ 11ページをご覧下さい。
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① 通期業績見通しと配当予想についてです。

② 1番の業績の見通しについて、上期の実績は、期初の計画を大きく上回って好調に推移しました。

③ 一方で下期は、原油市況の上昇やリソースの確保に向けた対応、エアバス機の稼働減により、

合計で400億円の収支影響を見込んでいます。

但し、これらの特殊要素も含めて、グループ全体の収支を適切にコントロールすることにより、

通期の利益目標は確実に達成する見通しです。

現時点では期初の業績予想を据え置きますが、引き続きさらなる利益の上積みを追求します。

④ 2番の配当予想について、

今年度の利益目標の達成確度が高まったことをふまえ、5期ぶりの復配を判断しました。

1株あたり30円を予定します。

株主の皆様には、コロナ禍で多大なるサポートを頂きましたこと、あらためて感謝申し上げます。

⑤ 最後に、12ページをご覧ください。
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① 今後の方針についてです。

② ポストコロナでは、トップラインの拡大により業績の改善を本格化することで、

財務基盤の復元を進めます。

また株主還元については、来期以降の安定・継続配当や、さらなる還元の強化に向けて、

最大限に努めていく考えです。

③ 今後の「リスク」として、

ロシアの上空通過を回避する運航の長期化や、市況の変動などに備える一方、

収益拡大の「機会」として、

旅客・貨物のさらなる需要回復や、NCA連結化による貨物事業の拡大などを見込んでいます。

④ これらの環境変化への対応を、中期経営戦略に確実に反映しながら、

過去最高益の早期更新を目指します。

ステークホルダーの皆様のご期待に応えるべく、

グループの力を結集し、持続的な成長の実現に向けて全力で取り組んでまいります。

⑤ 以上で、私からの説明を終わります。ご清聴、ありがとうございました。



① 私から、2023年度 第2四半期決算の詳細について、ご説明します。

② 14ページをご覧ください。
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① 業績ハイライトです。

② 下段のグラフの通り、当第2四半期は多客期の需要を確実に利益に繋げた結果、

営業利益、四半期純利益、EBITDAともに高い水準となりました。

③ 15ページをご覧ください。
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① 経営成績の概要です。

② 売上高は、前年から2,120億円増加し、1兆27億円、

営業費用は、1,137億円増加の、8,729億円となりました。

③ その結果、営業利益は1,297億円、経常利益は1,273億円となり、

いずれも上期として過去最高となりました。

④ また、親会社株主に帰属する四半期純利益は932億円となりました。

⑤ 16ページをご覧ください。
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① 財政状態です。

② 総資産は3兆5,498億円、自己資本は9,990億円となり、

自己資本比率は28.1パーセントとなりました。

③ また、有利子負債は1兆5,562億円、手元流動性資金は1兆3,137億円となったことから、

純有利子負債をベースとした、ネットデット・エクイティ・レシオは、0.2倍となりました。

④ 17ページをご覧ください。
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① キャッシュフローです。

② 営業キャッシュフローは、2,546億円の収入

投資キャッシュフローは、2,380億円の支出、

財務キャッシュフローは、614億円の支出となりました。

③ また、実質フリーキャッシュフローは、1,876億円の収入となりました。

④ 18ページをご覧ください。
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① セグメント別の実績です。

② 航空関連事業では、旅客需要の回復に伴い、

空港ハンドリングや機内食関連の受託が増えたことなどにより、増収増益となりました。

③ 旅行事業では、国内を中心に夏場の旅行需要を取り込み、増収増益となりました。

④ 商社事業は、回復が続く空港リテール事業を中心に、利益を拡大しました。

⑤ 20ページをご覧ください。
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① 航空事業における、営業利益の前年比較です。

② 売上高は、ANA国際旅客が好調に推移したことなどにより、

全体で2,003億円の増加となりました。

③ 営業費用は、生産量の回復や物価の上昇などにより増加しましたが、

コストマネジメントを徹底したことにより、前年から1,125億円の増加に留めました。

④ これらの結果、営業利益は877億円増加し、1,277億円となりました。

⑤ 22ページをご覧ください。
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① ANA国際旅客の状況です。

右のグラフは、四半期別のコロナ前比の実績推移をお示ししています。

② 当第2四半期は、ハワイ線を中心に日本発のレジャー需要が伸長したことなどにより、

旅客キロはコロナ前の約7割となりました。

③ 一方、各方面で需給バランスが逼迫した状況が続いていることや、

高単価な日本発需要を取り込んだことにより、

イールドはコロナ前の1.5倍を超える水準となりました。

④ 続いて、23ページをご覧ください。
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① 方面別の供給と需要の推移です。

② 北米方面は、生産量をコロナ前の9割程度まで回復する中、

日本発・北米発双方の需要に加えて、旺盛な米中間の三国流動を取り込んでいます。

③ 欧州方面は、ウクライナ情勢の影響で、生産量の回復は限定的ですが、

好調な日本発の業務渡航や訪日需要を取り込んだことで、

旅客キロのコロナ前比は、座席キロを上回って回復しました。

④ 中国方面は、足元では団体旅行の動向に大きな変化は見られませんが、

個人での訪日客や米中間の乗り継ぎ需要を着実に取り込んでいます。

⑤ アジア・オセアニア方面では、夏場の日本発レジャー需要が伸長し、

旅客キロは、コロナ前の75%程度まで回復しました。

⑥ 26ページをご覧ください。
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① ANA国内旅客の状況です。

右の四半期別実績のグラフをご覧ください。

② 当第2四半期は、レジャー需要が好調に推移しましたが、

台風などの度重なるイレギュラーの影響もあり、旅客数はコロナ前の82%となりました。

③ 単価は、6月以降の値上げの効果に加えて、

メリハリのあるイールドマネジメントを実施したことで、コロナ前から約6%上昇しました。

④ 29ページをご覧ください。
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① ANA国際貨物の状況です。

右のグラフで、貨物重量と単価について、コロナ前との比較をお示ししています。

② 当第2四半期の貨物重量は、主要商材の需要の弱含みが続いており、

コロナ前を下回って推移しました。

③ 単価は、昨年度の下期以降続いていた下落基調に一定程度の歯止めがかかり、

コロナ前の1.9倍の水準を維持しました。

④ 32ページをご覧ください。
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① Peachの状況です。

② 当第2四半期は、レジャー需要や旺盛な訪日需要を取り込み、

座席利用率が内際合計で88%に向上したことなどにより、収益性が大幅に改善しました。

③ 冬ダイヤ以降も好調な国際線で増便を予定するなど、

国内線と国際線のリソース配分を最適化することで、更なる利益貢献を目指します。

④ 最後に、35ページをご覧ください。
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① ヘッジの進捗状況です。

② 燃油・為替ともに今年度のヘッジ対応は概ね完了していますが、

下期の市況の水準については、右側の表にお示しの通り、

シンガポールケロシンは115ドル、ドル円レートは145円程度で推移すると見通しています。

③ 現時点で業績予想の変更はありませんが、

さらなる利益の積み上げに向けて、引き続き収支管理を徹底してまいります。

④ 私からの説明は以上です。ご清聴ありがとうございました。
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